
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の運営についての協議と研究部会の報告を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ 
附属、比内、視覚、能代、 
せんぼく 

Ｂ 
栗田、みどり、聴覚、 
たかのす、横手 

Ｃ 
稲川、きらり、かづの、 
ゆり、大曲 

各校の課題 ○実態把握からの課題の焦
点化（優先順位の付け方） 

○個別の指導計画と自立活
動実態シートの一致 

○指導方法や指導体制 
○各指導形態での内容の可
視化 

○本人との合意形成 
○自立活動の専門性向上 

○目標や指導内容の妥当性 
○指導の場や指導体制 
○教育活動全体での指導内 
 容 
○12年間のつながり 
○流れ図の活用が不十分 
○担任の主観が強い 

○目標の妥当性 
○教師間の共通理解 
○教師の指導力の向上 
（実施状況の偏り） 

○自立活動の理解 
○自立活動実態シートの活
用の仕方 

○本人との合意形成 

困難さを感じ

ている児童生

徒の状態像 

・不安感が強く、一人で行
動することが難しい 

・自己評価や自己理解が適
切でない 

・必要な支援を本人が伝え
る力が乏しい 

・自己理解が不十分なた
め、適切な行動につなが
らない 
・セルフアドボカシースキ
ルが低い 

・不登校の児童生徒 
・コミュニケーションや人
間関係に課題のある児童
生徒 

・自分の困り感に気付きに
くく、自主的に改善しよ
うとする意識が乏しい 

秋田県特別支援学校教育研究会通信 ＮＯ．１ 

県 特 研 だ よ り 
令和７年５月１６日発行 

秋田県特別支援学校教育研究会は、 
 特別支援学校の教育課題について研究協議を行い、特別支援教育の充実・発展に

寄与することを目的としています。 

 県内特別支援学校の教職員全員が会員です。 

◇第１回理事会の報告（令和７年５月９日開催） 

令和７年度 秋田県特別支援学校教育研究会役員 

＜会 長＞佐藤 圭吾（能代支援学校長） 

＜副会長＞熊谷 司  （大曲支援学校長）、伊藤 潤  （視覚支援学校長）、 

菊地 真理（聴覚支援学校長）、松井 智子（秋田きらり支援学校長） 

＜事務局＞髙橋 沙織（能代支援学校 教諭） 

研究部会「教育課程編成部会」（研究主任 情報交換会） 
○令和７年度のテーマ 
「自立活動の指導の充実を図る～自立活動に係る個別の指導計画の共有を通して～」 

 ○グループ協議 
  ①各校の実践状況等の報告 
②各校の課題の共有 
③困難を感じている児童生徒の状態像について 

 ○各グループの報告（一部抜粋） 

 各校から「流れ図の活用」「自己理解」「共有」「教師の専門性の向上」等、様々な課題が挙げられ、
それらの解決に向けた情報交換を行いました。また、困難さを感じている児童生徒の状態像について、
適切な自己評価や自己理解が難しく、指導内容に頭を悩ませている学校が多いことが分かりました。
今後は、各校で困難さを感じている児童生徒の状態像について整理し、関連する各校の好事例につい
て集約し、共有していく予定です。 

kentokun 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 期日 内容 

大曲支援学校せんぼく校 
10月 23日（木） 

24日（金） 

第 64 回全日本特別支援教育研究連盟全国大会 

北海道大会  

附属特別支援学校 11月 １日（土） 公開研究協議会 

比内支援学校 12月 10日（水） 公開研究会 

能代支援学校 12月 19日（金） 公開研究発表会 

※各校の研究主題と全校研究会等については、県特研ホームページに掲載しています。 

 

 

◇県特研ホームページについて 

◇令和７年度の公開研究会・研究協議会について 

事務局：能代支援学校 〒016-000５ 秋田県能代市真壁地字トトメキ沢１３５番地 

０１８５－５５－０６９１   

  noshiro-s@akita-pref.ed.jp 

https://noshiroshien.ed.jp 

 

◇令和７年度 第２回理事会について 

令和８年１月 30日（金）オンラインで開催します。 

 

 県特研ホームページを更新しました。
本校のホームページからご覧いただけ
ます。県内特別支援学校の令和６年度の
学習指導案等を閲覧することができま
す。今年度末に掛けて、順次アップして
いきます。是非、ご覧ください。 

mailto:noshiro-s@akita-pref.ed.jp

